
　

今回

１/８～１/１４ １/１５～１/２１ １/２２～１/２８ １/２９～２/４ ２/５～２/１１

（第2週） （第3週） （第4週） （第5週） （第6週）

全道 10.53 10.77 13.74 15.40 14.95

全国 8.96 12.23 14.93 16.15 集計中

保健所 報告数 保健所 報告数 保健所 報告数 保健所 報告数 保健所 報告数

札幌市 15.96 岩見沢 9.63 苫小牧 11.75 上川 10.00 北見 16.00

小樽市 9.80 滝川 12.67 浦河 4.33 名寄 10.00 紋別 13.20

市立函館 16.90 深川 24.00 静内 28.00 富良野 28.33 帯広 8.08

旭川市 16.08 倶知安 17.00 渡島 10.71 留萌 11.33 釧路 11.45

江別 20.38 岩内 15.00 八雲 22.67 稚内 10.13 根室 6.50

千歳 20.38 室蘭 30.38 江差 14.33 網走 9.80 中標津 10.00

　　なお、現在行われている「令和5年秋開始接種」で使用されている「XBB.1.5対応ワクチン」は、今後感染拡大のおそれがある「JN.1」系統にも

　　　　有効と言われています。

　・手洗い等の手指衛生や換気、マスクの効果的な場面での着用等は有効です。

※全道の新型コロナウイルス感染症の発生動向は、北海道感染症情報センターのホームページで、２月１６日（金）１５時から確認できます。

　　（http://www.iph.pref.hokkaido.jp/kansen/502/map.html）

　・高齢者等重症化リスクの高い方は、換気の悪い場所や不特定多数の人がいるような混雑した場所を避けること等が有効です。

　・新型コロナワクチンの有効性や副反応に関する十分なご理解の下、ワクチンの接種などもご検討ください。

３．基本的な感染防止対策について

記

１．定点当たりの報告数

【参考】前４週の状況

※集計のタイミングにより国の公表値と異なる場合があります。

２．保健所別定点当たりの報告数（第６週） （単位：人）

※北海道内の定点医療機関数は225箇所です。

新型コロナウイルス感染症の発生動向について

令和６年（2024年）２月１５日（木）１５：００

　道では、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）第１４条に基づく、発生動向調査を実施しています。

　道内の定点医療機関から、令和６年第６週（令和６年２月５日（月）～２月11日（日））において、3,363症例の報告があり、定点当たり

14.95人となりました。
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